
はじめに                                                 
この度は、RODE NTK をお買上げ頂き誠に有難うございます。製品の性能を最大限に活用し末永くお使
い頂く為に、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読み下さい｡ 尚、本書が保証書となりますので、お
読みになった後は大切に保管してください。 
 
特徴                                    
z 金メッキ縁取り加工大口径ダイアフラム 
z 超低ノイズ 
z 単一指向性 
z 丈夫なメタルサテンニッケル仕上げ 
z 内部カプセル・ショックマウント構造及び丈夫なメッシュ・ヘッド 
z 可聴帯域を全てカバーする周波数特性 
 
製品仕様                                 
カプセル ：1 インチ・プレッシャー･グラディエント・コンデンサー 
指向性 ：単一指向 
周波数特性 ：20Hz～20kHz（+/-6ｄB） 
真空管入力 ：バイポーラー･バッファリング 
出力インピーダンス ：200Ω（100Ωper leg） 
S/N 比 ：＞82dB（A-weighted, per IEC268-15） 
最大出力 ：＞+29ｄBu（@1kHz,5%THD into 1k（load） 
最大 SPL ：＞158dBSPL（@1kHz,5% THD into 1K（load） 
感度 ：-38dB re 1V/Pa（12mv@94dB SPL）+/-1dB 
ダイナミックレンジ ：＞14７dB（A-weighted, per IEC268-15） 
駆動電源 ：ユニティ･ゲイン、クローズド･ループ、インピーダンス･コンバーター 
外部電源 ：100-120V/200-240V AC（ユーザー選択） 50Hz-60Hz 
付属品 ：専用パワーサプライ、10M マルチコア・ケーブル、 
 M2 スタンドマウント・アダプター 
サイズ・重量 ：5.5（直径）×20.8（全長）cm、4.53kg 
 
基本操作                                  
z NTK のパワーサプライが適切な電圧に設定
されていることを確認して下さい。 

z NTK パワーサプライのリアパネルにはマイ
ク出力端子、グランド（アース）リフト・ス
イッチ､マイク入力端子、電圧セレクター、そ
してフューズ機能付きのメイン･パワーソケ
ットがあります。 

z フトントパネルにはマイク入力端子の LED
（発光ダイオード）がついています。 

z NTK は Voltage Selector を切替えることで
110－120V, 50/60Hz又は、220－240V, 50/60Hzの電圧で使用可能です。 

z 100－110Vで使用する時は電圧切替スイッチを 115Vに設定して下さい（下写真参照） 

z 220－240Vで使用する時は電圧切替スイッチを 230Vに設定して下さい（下写真参照） 
注意：電圧をどちらに切換えてもメイン・ヒューズは常に T500mAスローブロー・ヒューズです。 

パワー・サプライを適切な電圧に設定したら、NTKを接続します。 
注意：7ピンのマルチコア・マイクケーブルをまず接続してから電源をつなぎます。 
 
z 付属している NTK 用ケーブルのオスの 7 ピンプラグを、
パワーサプライのリアパネルにある 7 ピン入力端子に接
続します（右写真参照）。 

z 反対側のケーブル端にあるメスの 7 ピンプラグをマイク
に接続します。両側のプラグが正しい場所にきちんと最後
まで差し込まれているかどうか必ず確認して下さい。 

z ここでマイクケーブルを出力端子につなぎ、ミキサー/マ
イクプリアンプへ出力します。このとき、端子部分が金メ
ッキの高品質マイクケーブルをご使用されることをお薦
めします。できるだけ短めのケーブルを使用して下さい。長いケーブルのご使用は音質に影響を及
ぼすことがあります。また必ず 2ピン＋、3ピン－、1ピン・スクリーンに接続されたバランス・
ケーブルを使用して下さい。 

z NTKはM2スタンドマウントまたはオプションの SM2ショックマウントを使用し、安定したマイ
クスタンドに確実に取り付けて下さい。NTK コンデンサー・マイクは精密機材ですから、誤って
落としたり、強い衝撃を与えたり、叩いたりせず大切に取り扱って下さい。パワー・サプライをメ
イン・サプライに接続したらスイッチを入れる準備完了となり、NTKが使用可能となります。 

z 本体スイッチを入れた時、青色 LED はすぐには明るくならず、徐々に明るく点灯していって安定
します。この LED は NTK のバルブに入っているフィラメント電圧によって作動していてウォー
ムアップが完了するまで数秒かかります。ですからこの LEDは電源オン/オフのインジケーターの
役目だけでなく、マイクが安定して使用できる状態になったことを知らせてくれます。通常、電源
は約 12秒で使用可能となりますが、1～2分待って NTKが確実に使用可能となるまで待った方が
いいでしょう。 

z ボーカルに使用する際は“ポップ・ストッパー”（ウィンド・スクリーン）を使用することをお薦
めます。ポップ・ストッパーは、マイクの至近距離で B や P といった音を発声した時の強い破裂
音を減らす役目を果たします。 

z アース・ループ（ハウリング/周波数のハムノイズ）が起こる場合はリアパネルにあるグランド・リ
フトスイッチを“LIFT”の位置にします。このハウリングはアースになっている 2 つのデバイス
を一緒に接続すると発生します。 

メインのアースは絶対に取り除かないで下さい。（致命的な損傷を引き起こす可能性があります） 
 
 

 



◇注意事項◇ 
1. コンデンサーマイクは湿気を嫌います。NTKは湿気を避けて保管し､常に乾燥しているところに保管して下さい。
カプセルはボーカルワークにおいて湿気を受けやすいので､ポップ･ガードをお使い下さい。これを使う事によっ

てボーカルのよけいなブレスを取り除き、唾などがマイクに直接あたるのを防ぎます。スポンジタイプのウィン

ドスクリーンは湿気を遮るのに効果的で､しかも高域を多少押さえる事にも役立ちます。 
 
2. NTKをぶつけたり落としたりしますと故障の原因となり､保証の対象とはなりませんのでご注意下さい。NTKは
カプセル内のダイアフラムがショックマウント構造になっており、耐久性及びレコーディング時の振動からの影

響に非常に優れています。マイクにサスペンションを用いたい場合はオプションの SM-2 を購入してご使用下さ
い。 

 
3. NTK を使い終わった後は､乾いたやわらかい布でお拭きになり､ハードケースの中に収納して下さい。その際､マ
イクの先端に乾燥剤(白い袋)を入れておくことがベストです。この乾燥剤が湿気を吸収し､カプセルを守ります。
この乾燥剤は末永く利用する事ができます。乾燥剤がピンク色になりましたら青色に変わるまで 60℃位の温度に
設定されたオーブンの中に入れて下さい。乾燥剤が青色に変われば再び使用する事ができます。 

 
4. マイク内部のパーツはとてもデリケートですから､絶対に触れないで下さい。修理に関するすべてのサービスは

RODE代理店におまかせ下さい。 
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